
100年後の国宝、1000年後まで使われ受け継がれる唐櫃を

日本伝統職人技術文化研究会では、この度、和歌山県の高野山奥之院に唐櫃を奉納するため、制作を
開始いたしました。

それは、イベントという一過性のものでなく、何か形に残るものを作れないか、という想いから始ま
りました。

職人にとって、仕事が全てです。

私たちの仕事を通じて、私たちが継承してきた技を

想いを次代に引き継ぎたい。

そんな想いを高野山金剛峯寺でもご理解いただき

制作する運びとなりました。

つきましては、ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

唐櫃制作にあたりクラウドファンディング始動

この度、唐櫃制作にあたり、クラウドファンディングを始動いたしいました。

受け継いだ全ての技術と情熱を注いで、唐櫃制作にあたる所存です。

そんな想いに賛同していただける方、どうぞご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

※クラウドファンディングに関しては、当会ホームページをご覧ください

郵便振替での寄付も受付しております

○一口 5,000円　口数及び金額は任意です。できる限りのご協力を賜れば幸いです。

○口座番号：00780-5-45253

○加入者名：一般社団法人日本伝統職人技術文化研究会　〒930-1262　富山県富山市東黒牧 298番地

○奉賛者ご芳名はお大師さま御宝前にお納めさせていただきます。






